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２● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

とまりインフォメーション

　
と
ま
り
保
育
所
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
生
活
発
表
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
練
習
し
て
き
た
歌
や
ダ
ン
ス
、
劇
を
、
子
ど
も

た
ち
が
晴
れ
や
か
な
表
情
で
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
お
友
だ
ち
と
声
を
か
け
合
っ

た
り
、
緊
張
し
な
が
ら
も
前
を
向
い
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
姿
に
会
場
か
ら
は
自
然

と
大
き
な
拍
手
が
お
き
会
場
全
体
が
優
し
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
本
番
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
時
間
と
努
力
を
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
特
別
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

と
ま
り
保
育
所 

生
活
発
表
会

１１/１５
（土）
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３ ● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

とまりインフォメーション

　

11
月
８
日
、
９
日
に
泊
村
公
民
館
に
て
『
第
39
回

公
民
館
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
か
ら
作
品
展
示
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
今

年
度
は
保
育
所
、
小
・
中
学
校
、
各
文
化
団
体
協
議

会
の
ほ
か
に
個
人
か
ら
の
出
品
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
１
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

で
は
、
泊
中
学
校
文
化
部
の
生
徒
と
先
生
に
よ
る
バ

ン
ド
演
奏
が
あ
り
、
今
年
の
春
に
結
成
し
た
と
は
思

え
な
い
完
成
度
の
高
い
演
奏
に
会
場
は
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

２
日
目
午
前
中
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
今
年
も

岩
内
高
校
文
化
部
の
吹
奏
楽
局
、
太
鼓
局
の
方
々
が

来
場
し
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
太
鼓
局
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
と
、
吹
奏

楽
局
の
生
み
出
す
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
を
包

み
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
２
階
研
修
室
に
て
「
手
作
り
楽

器
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
や
か
ん
や
ジ
ョ
ウ
ロ
、

掃
除
用
具
な
ど
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
楽
器
に
作
り

替
え
る
「
キ
ュ
ッ
パ
さ
ん
」
よ
り
、
演
奏
や
楽
器
作

り
の
面
白
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

へ
向
け
て
は
、「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
突
き
詰
め
る

こ
と
」、「
他
人
の
好
き
な
こ
と
を
応
援
し
て
あ
げ
る
存

在
で
い
て
ほ
し
い
」
と
あ
た
た
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
39
回 

公
民
館
ま
つ
り

１１/８（土）

・９（日）



４● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

とまりインフォメーション

　

令
和
７
年
度
「
第
60
回
泊
村
功
労
者
表
彰

式
」
が
、
11
月
１
日
（
土
）
に
泊
村
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
村
の
発
展
に
日
頃
か
ら
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
や
団
体
の
功
績

を
讃
え
る
も
の
で
、
自
治
・
経
済
・
教
育
・

福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
々

が
対
象
で
す
。
今
年
度
は
、
自
治
功
労
者
と

し
て
戸
澤
勝
幸
氏
、
公
益
功
労
者
と
し
て
岩

内
建
設
業
協
同
組
合
代
表
理
事　

吉
本
正
則

氏
、
佐
竹
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

佐
竹
英
敏
氏
、
株
式
会
社
北
興
生
コ
ン
代
表

取
締
役　

安
田
仁
志
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
受
賞
者
の
皆
さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
60
回 

泊
村
功
労
者
表
彰
式

　

平
成
５
年
に
泊

消
防
団
員
に
任
命

さ
れ
て
以
来
、
31

年
の
永
き
に
わ
た

り
、
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
に
徹
し
、
消
防
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
卓
越
し
た
指

導
力
と
熱
意
を
も
っ
て
後
進
の
消
防
団
員
の

育
成
に
あ
た
ら
れ
、
消
防
団
の
発
展
と
地
域

の
安
全
確
保
に
ご
尽
力
さ
れ
村
勢
の
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
者

戸
澤 

勝
幸 

氏

　

地
域
振
興
の
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
村
政
の
発
展
を
図
る
た
め
の

資
金
と
し
て
多
額
の
金
員
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

公
益
功
労
者

佐
竹
建
設
株
式
会
社

佐
竹 

英
敏 

氏

代
表
取
締
役
社
長

　

地
域
振
興
の
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
村
政
の
発
展
を
図
る
た
め
の

資
金
と
し
て
多
額
の
金
員
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

公
益
功
労
者

株
式
会
社
北
興
生
コ
ン

安
田 

仁
志 

氏

代
表
取
締
役

　

地
域
振
興
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、

村
政
の
発
展
を
図
る
た
め
の
資
金
と
し
て
多

額
の
金
員
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
功
労
者

岩
内
建
設
業
協
同
組
合

吉
本 
正
則 

氏

代
表
理
事



５ ● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

～
医
療
費
の
お
知
ら
せ
｟
医
療
費
通
知
｠に
つ
い
て
～

　

健
康
管
理
の
重
要
性
を
よ
り
強
く
意
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
対
象
期
間
に
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
す
べ

て
の
被
保
険
者
の
皆
様
へ
診
療
日
数
や
医
療
費
等
を
掲

載
し
た
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
｟
医
療
費
通
知
｠」
を
、

年
２
回
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
の
申
告
手
続
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
控
除
の
申
告

に
関
す
る
こ
と
は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
管
理
の
重
要
性
を
意

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

亡
く
な
っ
た
方
へ
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
送
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
泊
村
役
場
住
民
福
祉
課
保
険
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
と
は

■
亡
く
な
っ
た
方
の
医
療
費
の

　
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

■
医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

お
問
合
せ
先

【イメージ図】

○
泊
村
役
場
　
住
民
福
祉
課
　
保
険
係

　
〒
０
４
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０
２
０
２

　
古
宇
郡
泊
村
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別
１
９
１
番
地
の
７

　〖
電
話
〗
０
１
３
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７
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２
１
３
２

○
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
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連
合 

　
〒
０
６
０-

０
０
６
２

　
札
幌
市
中
央
区
南
２
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西
１
４
丁
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国
保
会
館
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　〖
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１-
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５
６
０
１

お
問
合
せ
先

○
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部

　
〒
０
４
５-

０
０
１
３

　
岩
内
郡
岩
内
町
字
高
台
８
番
地
１

　
〖
電
話
〗
０
１
３
５-

６
２-

２
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０
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【ハガキ発送予定月・対象月】

発送予定月

令和８年１月（上旬）

令和８年２月（下旬）

診療月

令和７年１月～９月

令和７年10月～12月

　

令
和
８
年
２
月
24
日
か
ら
、
１
１
９
番
通
報
は
小
樽

市
に
設
置
さ
れ
る
後
志
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し

ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
の
際
は
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
話

し
、
住
所
は
、
必
ず
「
泊
村
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

住
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
目
印
に
な
る
建
物
｟
小

学
校
、
公
民
館
な
ど
｠
を
伝
え
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

１
１
９
番
の
受
付
先
が
変
わ
り
ま
す
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

１
１
９
番
通
報
は

小
樽
へ

つ
な
が
り
ま
す
！



６● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

　生活習慣病（高血圧・糖尿病・脂質異常症など）は自覚症状
がないままに進行しやすく、放置すると動脈硬化を招き、脳や
心臓疾患など命にかかわるる疾患となる可能性があります。健
康を守るためにも年に1度の健診で健康状況を確認する・病気
を早期発見することが大切です。
　健診の種類や会場は、以下のいずれかご都合の良い方法を１つお選びのうえ
個別健診を希望される際は、下記連絡先までご連絡ください。

令
和
７
年
度

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

健診にかかる費用は  すべて『無料』です。

みなし健診（データ受領制度）へのご協力をお願いします。

住民福祉課 お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
！

特定健診・後期高齢者健診について
申し込みとお問合せ先

泊村役場 住民福祉課 保険係
（☎75－2132）

集団健診

個別健診

令和8年1月30日（金）
泊村公民館

村立茅沼診療所

＊申込方法は11月広報折込チラシにてご確認ください。

※現在健診の受付はできますが、健診自体は令和８年１月
　以降となります。

札幌がん検診センター（札幌市東区）
月～金曜日　９：00～ 17：00　

〇対象者：泊村国保・後期高齢者医療に加入している方
　　　　　(医療機関に定期通院中の方も対象となります)

　泊村国保、または後期高齢者医療に加入の方で、村立茅沼診療所と岩
内大浜医院（国保のみ）へ受診している方は、医療機関より検査値など
を情報提供していただくことで、健診受診と同様の取り扱いとなり、『デ
ータ受領』という制度もあります。
　対象となる方には役場担当者より
ご連絡し説明させていただく場合が
あります。泊村の受診率向上のため
にもぜひご協力お願いいたします。



７ ● 広報 とまり   ２０２５年１２月号 ●

冬
季
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

　

泊
村
で
は
、
住
民
の
方
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
春
と
冬
に
集

団
健
｟
検
｠
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
生
活

習
慣
病
チ
ェ
ッ
ク
の
メ
タ
ボ
健
診
」
と
「
が

ん
検
診
」
等
の
項
目
が
あ
り
、
村
で
は
年
１

回
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
申
込
み
が
12
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
11
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〖
日
時
・
会
場
〗

　

１
月
30
日
｟
金
｠　

泊
村
公
民
館

◆
受
け
ら
れ
る
、
健
｟
検
｠
診
項
目

○
健
康
診
査
｟
生
活
習
慣
病
｠

○
胃
が
ん
検
診

○
肺
が
ん
検
診

○
大
腸
が
ん
検
診

○
前
立
腺
が
ん
検
診

○
ピ
ロ
リ
菌
検
査

○
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

○
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
査

お問合せ先 泊村役場　健康支援課　健康支援係　Tel ０１３５－６５－２２７８

こちらのＱＲコードからも
お申込みいただけます

　

２
０
２
４
年
２
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら
、「
健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

し
て
、
健
康
に
害
を
与
え
な
い
飲
酒
量
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
冬
場
は
、
在
宅
時
間
が
増
え
、
飲
酒
時

間
も
長
く
な
り
飲
む
量
も
増
え
が
ち
で
す
。
美
味
し
い
お
酒
を
長
く
楽
し
む
た
め
に
、
病
気
の
元
に

し
な
い
飲
み
方
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

●
１
日
に
飲
む
お
酒
の
量
は
、
健
康
を
損
な
わ
な
い
量
を
意
識
し
て
飲
む

　

«
疾
病
別
発
症
リ
ス
ク
と
飲
酒
量
｟
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
｠»

　

～
習
慣
的
な
飲
酒
量
が
少
な
い
ほ
ど
、
飲
酒
に
よ
る
疾
病
発
症
リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま
す
。

　
　

＊
ｇ
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

※

翌
日
に
持
ち
越
さ
な
い
飲
酒
の
目
安
量
と
し
て
は
、
上
記
の
量
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
女
性
や
高
齢
者
に
な
る
と
、
代
謝
機
能
の
状
況
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
し
き
れ
ず
、
肝
臓
な
ど
の

臓
器
へ
の
障
害
も
引
き
起
こ
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
１
回
量
と
し
て
は
半
量
を
目
安
と
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
多
量
飲
酒
と
し
て
危
険
な
飲
み
方
と
さ
れ
る
量
は
、
上
記
の
３
倍
と
な
り
ま
す
。
泊
村
は
、
１
回
の
飲
酒

量
が
多
い
方
が
全
道
と
比
べ
て
も
、
か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
泊
村
に
多
い
、
高
血
圧
や
肥
満
の

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
病
の
元
に
し
な
い
！
体
に
優
し
い
、
お
酒
の
飲
み
方
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

※
習
慣
的
な
多
量
飲
酒
は
、
脳
萎
縮
を
引
き
起
こ
し
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
上
げ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

〖
純
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
に
相
当
す
る
お
酒
の
量(

種
別)

〗

焼酎(25度)

1/2杯

日本酒

１合

チューハイ

１本

ウィスキー

ダブル1杯

ワイン

2杯弱200ml

ビール(5%)

ロング缶1本

75
ｇ
／
週
｟
11
ｇ
／
日
｠
で
リ
ス
ク
が
上
が
る

１
０
０
ｇ
／
週
｟
14
ｇ
／
日
｠
で
リ
ス
ク
が
上
が
る

３
０
０
ｇ
／
週
｟
40
ｇ
／
日
｠
で
リ
ス
ク
が
上
が
る

４
５
０
ｇ
／
週
｟
60
ｇ
／
日
｠
で
リ
ス
ク
が
上
が
る

少
し
の
飲
酒
で
も
リ
ス
ク
が
上
が
る

男    

性

女    

性

高
血
圧
・
胃
が
ん

食
道
が
ん

大
腸
が
ん
・
脳
出
血

前
立
腺
が
ん

喫
煙
者
の
肺
が
ん
・
脳
梗
塞

肝
臓
が
ん

高
血
圧

脳
出
血

大
腸
が
ん
・
肝
臓
が
ん

胃
が
ん

１
５
０
ｇ
／
週
｟
20
ｇ
／
日
｠
で
リ
ス
ク
が
上
が
る

脳
梗
塞

乳
が
ん

　

令
和
８
年
泊
村
二
十
歳
の
つ
ど
い

が
、
１
月
11
日
｟
日
｠
午
後
１
時
か
ら

泊
村
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
対
象
者
は
、
11
名
｟
男
性
５

名
：
女
性
６
名
｠
で
、
平
成
17
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
次
の
方
々
で
す
。

　

対
象
者
に
は
事
前
に
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
が
、
泊
村
か
ら
住
所
を
移
さ
れ

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
様
へ

案
内
状
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

泊
村
で
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
12
月
５
日
｟
金
｠
ま
で
に
教

育
委
員
会
｟
℡
７
５
│
２
３
３
１
｠
ま

で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

泊
村
教
育
委
員
会

　
　

☎
７
５
│
２
３
１
１
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　本年の年末年始業務日から、泊村役場・とまり保育所の日程が変更となります。ご利用の

際は十分ご注意ください。

　また、その他施設につきましても、年末年始期間中は通常と異なる日程となる場合がござ

いますので、村民の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し

上げます。

　なお、下記に主要施設の休業・休館日を一覧としてまとめております。年末年始のご利用

を予定されている方は、事前に日程をご確認の上、ご来庁・ご利用いただきますようお願い

いたします。

年末年始の各施設休館等のお知らせについて

12月 １月　　 　日別

施設等

29日
（月）

2日
（金）

3日
（土）

4日
（日）

26日
（金）

27日
（土）

28日
（日）

5日
（月）

6日
（火）

30日
（火）

31日
（水）

1日
（木）

燃や
せる
ゴミ

燃や
せる
ゴミ

休み

平常 閉　庁　日 平常

平常

平常
（～12:00）

平常
（～12:00）

休　所　日 平常

平常 休　館　日 平常

平常 休　診　日 平常

平常 休　業　日 平常

平常 運　休　日 平常

平常休　診　日 休　診　日

休み

役 場

保 育 所

茅沼診療所

歯科診療所

ア イ ス
セ ン タ ー

デ イ
サ ー ビ ス
セ ン タ ー

循 環 バ ス

ごみの収集

＊休業期間中の急を要する要件につきましては、日直にご連絡ください。（0135-75-2021）

【年末年始休業・休館一覧】
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後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課
で
は
、
地
域
に
お
住
い
の
高
齢
者
の
日
常

生
活
や
介
護
予
防
・
生
活
支
援
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺
い
、
令
和
９
年
度

か
ら
始
ま
る
「
第
10
期
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
の
参

考
資
料
と
し
て
、
今
後
の
事
業
の
充
実
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
は
統
計
的
に
処
理
し
、
個
人
は
特
定
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
の
た
び
、
９
月
22
日
～
10
月
31
日
ま
で
泊
村
内
各
団
体
に
て
秋
期
「
緑

の
羽
根
募
金
」
運
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
よ
う
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
秋
期

　
「
緑
の
羽
根
募
金
」
に
つ
い
て

お
問
合
せ
先

○
後
志
広
域
連
合
　
介
護
保
険
課 

　
〒
０
４
４-

８
５
８
８

　
虻
田
郡
倶
知
安
町
北
１
条
東
２
丁
目

　
〖
電
話
〗
０
１
３
６-

５
５-

８
０
１
３

○
泊
村
役
場 

住
民
福
祉
課 

保
険
係

　
〒
０
４
５-

０
２
０
２

　
古
宇
郡
泊
村
大
字
茅
沼
村
字

　
臼
別
１
９
１-

７

　
〖
電
話
〗
０
１
３
５-

７
５-

２
１
３
２

・
対

象

者　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
65
歳
以
上
の
方

・
調
査
期
間　

令
和
７
年
12
月
１
日(

月)
～
12
月
28
日(

日)

　
　

(

＊
調
査
対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に
調
査
票
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。)

募　金　額

２，６７３円

１，０５５円

２，７３０円

１２，４６１円

４，２６４円

５１２円

８，１２７円

３１，８２２円

事　業　所　名

泊 小 学 校

泊 中 学 校

北 海 道 電 力 ㈱

古 宇 郡 漁 業 協 同 組 合

泊 村 社 会 福 祉 協 議 会

泊  村  商  工  会

泊 　 村 　 役   場

　 計 　

※「緑の羽根募金」運動にご協力いただきありがとうございました。

【各団体募金金額一覧】
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高
齢
者
世
帯
等
の
低
所
得
者
世
帯
の
方
々
へ

福
祉
灯
油
｟
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
｠を
支
給
い
た
し
ま
す

　

村
で
は
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
独
自
の
福

祉
施
策
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
心
身
障
害
者
世
帯
の
低
所
得
世

帯
の
方
々
を
対
象
に
、
冬
期
間
の
暖
房
費
の

一
部
助
成
と
し
て
、
福
祉
灯
油
を
一
世
帯
あ

た
り
年
間
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
支
給
し
ま
す
。

　

左
記
対
象
世
帯
で
、
前
年
の
年
金
、
そ
の

他
の
収
入
額
が
一
人
世
帯
で
１
５
０
万
円
以

下
、
二
人
世
帯
で
１
９
０
万
円
以
下
｟
一
人

増
毎
40
万
円
加
算
｠
と
村
が
規
定
す
る
基
準

以
下
の
世
帯
。
ま
た
、
別
世
帯
で
あ
っ
て
も

同
居
し
て
い
る
場
合
は
同
一
世
帯
と
み
な
す
。

１　

高
齢
者
世
帯

　
　

65
歳
以
上
の
世
帯
主
又
は
、
配
偶
者
｟
事

実
婚
を
含
む
｠
が
そ
の
世
帯
の
主
た
る
所

得
者
で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
、
同
居
の
親

族
が
60
歳
未
満
の
世
帯
員
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
は
除
く
。

２　

ひ
と
り
親
世
帯

　
　

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第

６
条
第
１
項
並
び
に
第
２
項
に
規
定
す
る

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
並
び
に
男
子
で
20

歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯
。

３　

心
身
障
害
者
世
帯

　

｟
１
｠
世
帯
主
又
は
、
配
偶
者
が
１
級
若

し
く
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
世
帯
。

　

｟
２
｠
世
帯
主
又
は
、
配
偶
者
が
心
身
に

障
害
が
あ
り
、
療
育
手
帳
・
保
健
福
祉

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯
。

　

村
内
に
住
ん
で
い
る
方
｟
生
活
保
護
及
び

社
会
福
祉
施
設
入
所
並
び
に
オ
ー
ル
電
化
住

宅
入
居
者
世
帯
は
除
く
｠

　

令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら

　
　

令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で

①　

印
鑑

②　

国
民
・
厚
生
・
共
済
・
遺
族
年
金
等
の

支
払
通
知
書
｟
金
額
の
確
認
で
き
る
ハ
ガ

キ
な
ど
｠

※

年
金
収
入
｟
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
年
金

も
収
入
と
し
て
計
算
し
ま
す
。｠
に
よ
っ

て
は
、
支
給
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
｠

③　

そ
の
他
収
入
の
あ
る
方
は
収
入
の
わ
か

る
書
類
等

お
問
い
合
わ
せ

　

泊
村
役
場　

住
民
福
祉
課　

福
祉
係

　
　

℡　

７
５―

２
１
３
４

■
対
象
と
な
る
世
帯

■
資
格
要
件

■
申
請
期
間

■
申
請
書
類

　

村
民
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

村
で
は
、
下
記
の
日
程
に
よ
り
、
村

政
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

将
来
の
泊
村
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆

様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

た
こ
と
、
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
く
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時

　

令
和
７
年
12
月
６
日
｟
土
｠

　
　

午
後
１
時
30
分

開
催
場
所

　

泊
村
役
場　

大
会
議
室

そ

の

他

　

送
迎
希
望
者
は
送
迎
致
し
ま
す
の

で
、
12
月
５
日
｟
金
｠
ま
で
に
役
場
総

務
企
画
課
｟
７
５
│
２
０
２
１
｠
ま
で
、

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

泊
村
役
場　

総
務
企
画
課　

総
務
係

　
　

☎
７
５
│
２
０
２
１

村
政
懇
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
泊
村
二
十
歳
の
つ
ど
い

が
、
１
月
11
日
｟
日
｠
午
後
１
時
か
ら

泊
村
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
対
象
者
は
、
11
名
｟
男
性
５

名
：
女
性
６
名
｠
で
、
平
成
17
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
次
の
方
々
で
す
。

　

対
象
者
に
は
事
前
に
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
が
、
泊
村
か
ら
住
所
を
移
さ
れ

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
者
様
へ

案
内
状
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

泊
村
で
二
十
歳
の
つ
ど
い
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
12
月
５
日
｟
金
｠
ま
で
に
教

育
委
員
会
｟
℡
７
５
│
２
３
３
１
｠
ま

で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

泊
村
教
育
委
員
会

　
　

☎
７
５
│
２
３
１
１

令
和
８
年　

泊
村

二
十
歳
の
つ
ど
い

の
お
知
ら
せ

○
小
田
桐
琉
生
さ
ん　

○
菊
地　

美
夢
さ
ん

○
櫻
庭　

観
白
さ
ん　

○
小
森　

李
音
さ
ん

○
齋
藤　

涼
希
さ
ん　

○
外
村
は
る
な
さ
ん

○
髙
谷　

柚
貴
さ
ん　

○
寺
井　

彩
乃
さ
ん

○
中
屋　

瑠
海
さ
ん　

○
野
崎
ひ
な
た
さ
ん

〇
本
多
摩
利
支
さ
ん

二
十
歳
の
つ
ど
い　

該
当
者
名
簿
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元気ニコニコ トピックストピックス村海海日日 本本 元気気元気ニコニコニコニコニコニコ
トピックストピックス村村村

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
「
北
海
道

　
と
ま
り
カ
ブ
ト
サ
ー
モ
ン
」

　
　
養
殖
試
験
事
業

　
「
北
海
道
と
ま
り
カ
ブ
ト
サ
ー
モ
ン
」

の
養
殖
試
験
事
業
は
、
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
、
11
月
の
３
日
間
で
稚
魚
１
万
３
，

５
０
０
尾
の
生
簀
へ
の
放
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

成
育
目
標
は
２
・
５
ｋ
ｇ
以
上
。
来
年

６
月
頃
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

11
月
11
日

泊
村
ス
ポ
ー
ツ
大
使

　
レ
ッ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
北
海
道

　
橋
本
僚
選
手
　
応
援
ツ
ア
ー

　

泊
村
ス
ポ
ー
ツ
大
使
の
レ
ッ
ド
イ
ー
グ

ル
ス
北
海
道 
橋
本
僚
選
手
の
応
援
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

激
し
い
攻
防
の
末
、
延
長
戦
で
惜
敗
し

た
も
の
の
白
熱
の
一
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

泊
村
と
し
て
も
、
橋
本
僚
選
手
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
、
引
き
続
き
応
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

10
月
19
日

　

11
月
19
日
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
４
名

が
泊
村
を
訪
れ
、
村
内
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
畔
柳
享
丞
投
手
と
梅
林
優
貴
選
手
が
泊
小
学
校
を
訪

問
し
、
児
童
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
交
流
。

プ
ロ
野
球
選
手
と
の
交
流
に
児
童
は
大
喜
び
で
、
記
念
撮
影
や

学
校
へ
の
サ
イ
ン
色
紙
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
泊
村
公
民
館
で
福
島
蓮
投
手
と
山
縣
秀
選
手

に
よ
る
「
北
海
道
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
選
手
交
流
会
２
０

２
５
in
泊
村
」
を
開
催
。
選
手
の
人
柄
が
分
か
る
ト
ー
ク
に
加
え
、

泊
村
の
特
産
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
や
選
手
の
直
筆
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
に
は
福
島
投
手
と
山
縣
選
手

と
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
参

加
者
約
２
０
０
名
が
選
手
と
の
貴
重
な
時

間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

北
海
道
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

く
ろ
や
な
ぎ
き
ょ
う
す
け

う
め
ば
や
し
ゆ
う
き

ふ
く
し
ま
れ
ん

や
ま
が
た
し
ゅ
う
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防
災
関
係
機
関
が
協
力
し
て
原

子
力
防
災
対
策
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
関
係
機
関
の
連
携
、

防
災
業
務
関
係
者
の
防
災
技
術
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
や
、
防
災

対
策
に
関
す
る
理
解
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

原
子
力
防
災
訓
練
の
目
的

　

北
海
道
南
西
沖
を
震
源
と
す
る

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
、

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
る
。
地

震
後
、
北
海
道
電
力
㈱
泊
発
電
所

３
号
機
に
お
い
て
、
設
備
故
障
に

よ
り
、
原
子
炉
の
一
次
冷
却
材
が

漏
え
い
し
、
原
子
炉
が
停
止
。
複

数
の
設
備
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉

の
冷
却
が
不
能
と
な
り
、
原
子
力

災
害
に
至
る
。

訓
練
想
定

令和７年度  泊村原子力防災訓練を実施しました

原
子
力
防
災
訓
練
の
概
要

　
災
害
対
策
本
部
等

　
設
置
運
営
訓
練

（１）
　

原
子
力
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
本

部
員
会
議
を
開
催
。

　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
国
、

北
海
道
、
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、
13

町
村
を
結
ん
だ
会
議
を
実
施
。

 
緊
急
時
通
信
連
絡
訓
練

（３）
　

村
内
外
の
訓
練
参
加
（
協
力
）
機
関

へ
の
通
報
連
絡
及
び
道
現
地
対
策
本
部

等
と
の
通
信
連
絡
訓
練
を
実
施
。

 
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点
施

　
設（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
運
営
訓
練

（２）
　

原
子
力
防
災
対
策
に
必
要
な
情
報
を

共
有
す
る
た
め
、
職
員
を
オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
し
、
運
営
訓
練
を
実

施
。

令和７年10月２９日(木)　防災技術の向上をはかるため令和７年10月２９日(木)　防災技術の向上をはかるため
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原
子
力
防
災
訓
練
の
概
要

　
一
時
滞
在
場
所
受
付
訓
練
・

　
広
域
避
難
訓
練

（４）
　

一
時
滞
在
場
所
の
札
幌
市
南
区
体
育

館
に
役
場
職
員
を
派
遣
し
、
札
幌
市
職

員
、
石
狩
振
興
局
職
員
、
北
電
職
員
と

共
に
、
泊
村
か
ら
バ
ス
と
自
家
用
車
に

て
避
難
し
た
住
民
、小
・
中
学
校（
児
童
・

生
徒
・
教
職
員
）
１
０
４
名
の
受
付
を

実
施
。

　

そ
の
後
、
避
難
場
所
で
あ
る
ア
パ
ホ

テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
〈
札
幌
〉
へ
移
動
し

た
住
民
、
小
・
中
学
生
は
、
ホ
テ
ル
で

昼
食
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
村
。

　

と
ま
り
保
育
所
の
入
所
児
４
名
は
、

体
調
等
考
慮
し
、
仁
木
町
の
き
の
こ
王

 
放
射
線
防
護
対
策
施
設
運
営

　
訓
練（
役
場
庁
舎
）

（７）
　

役
場
庁
舎
出
入
口
に
お
い
て
、
施
設

へ
の
入
退
規
制
の
為
の
運
営
訓
練
を
実

施
。

 
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

　
ン
グ
訓
練

（５）
　

防
護
服
を
着
用
し
、
北
海
道
の
指
示

に
従
い
、
村
内
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
訓
練
を
実
施
。（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
内

容
：
泊
浄
水
場
で
水
の
採
水
、
泊
小
学

校
で
土
壌
の
採
取
）

 
広
報
訓
練

（6）
　

有
線
放
送
、
広
報
車
両
、
エ
リ
ア
メ

ー
ル
に
よ
る
避
難
に
関
す
る
広
報
を
実

施
。

 
孤
立
住
民
救
助
訓
練（
独
自
訓

　
練
）

（9）
　

地
震
・
津
波
の
影
響
で
茅
沼
地
区
集

会
所
に
避
難
し
て
き
た
住
民
が
屋
上
へ

と
避
難
。
そ
の
後
屋
上
か
ら
戻
れ
な
く

な
り
、
救
助
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
が

役
場
に
入
り
、
消
防
署
泊
支
署
に
救
助

要
請
を
し
、
ハ
シ
ゴ
等
を
使
用
し
た
救

助
訓
練
を
実
施
。

 
放
射
線
防
護
対
策
施
設
物
資
緊
急

　
輸
送・燃
料
供
給
訓
練（
む
つ
み
荘
）

（８）
　

放
射
線
防
護
対
策
施
設（
む
つ
み
荘
）

に
お
い
て
、
屋
内
退
避
が
３
日
間
を
超

え
る
事
態
と
な
る
場
合
に
備
え
、
北
海

道
電
力
㈱
が
備
蓄
す
る
４
日
分
の
生
活

物
資
及
び
燃
料
を
放
射
線
防
護
施
設
へ

供
給
す
る
手
順
等
の
確
認
。

国
で
折
り
返
し
帰
村
。

　

ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘
入
居

者
・
施
設
職
員
（
10
名
）
は
、
つ
く
し

園
関
連
施
設
で
あ
る
「
湯
の
里
・
黒
松

内
」
へ
の
広
域
避
難
を
行
い
、
避
難
ル

ー
ト
の
確
認
。
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鰊御殿とまりごてん
令和７年11月号

雪…白い季節

鰊御殿とまり館長　　増 川　佳 子

昨年の１１月号に「私の秋のイメージは真っ赤です。」と綴りまし

たが、今年は秋が急に訪れたせいか赤味が少なく感じました。冬

が近づくにつれ、窓から見える景色の色が少しずつ白くなり、いよ

いよ色を失った草木や空や空気を白い雪が覆う季節となります。

「雪かぁ。」とつぶやきながら『鰊御殿とまり』の施設の中を巡っ

て雪に関わる道具達を探しました。１つは、木でできた“雪かき”。

今ではプラスチック製の軽くて大きなものに取って代わりましたが、

私の子どもの頃にはさらさら雪をかくのに使われていました。雪が

付かないように表面にロウを塗ったりしていたように思います。２

つ目は、“カンジキ”。館内に３つ４つありました。除雪車や除雪機が

なかった頃、長靴では埋まってしまう厚い雪の上を歩く時に足につ

けた道具です。今でも深雪の山を歩く時に使われているようです。

桑やタモの木を使用して、歩きやすいように先をそらせたもの、す

べり止めのためにつめをつけたものもあったようです。そして３つ

目が、昔のスキーと竹製のストック。皮でできた輪に靴を通して足先の金

具をガシャンと前に倒して装着完了で、かかとが浮くタイプです。ちなみ

に、竹製のストックは、軽くてしなやかで強度があり、現在も愛好者がいら

っしゃるようで、ネットなどでも販売されています。

さて、「雪、冬、寒い」とつぶやきながら巡った館内で目に留まった中に

武井邸客殿商談の間がありました。武井邸客殿は平屋造りですが、大変

天井の高い建物です。しかし、この建物には囲炉裏が切って

おりませんので、凍えるような季節には使われなかったこと

がわかります。

入ってすぐの部屋が商談の間。親方武井忠吉と鰊の加工

品を買い付けにきた商人がお酒を酌み交わしながら価格交

渉をしています。武井忠

吉は羽織の上に半纏を

かけ、商人も厚めの生地でできた背広を着ています。机

の横には火鉢があり、鉄瓶がかけられているところを見

ると、晩秋の頃と思われます。現在は展示のために襖や

障子を開け放していますが、締めきった中での１対１での

商談はさぞ緊張したことでしょう。２人の表情のどちらに

も笑顔はなく、和やかな雰囲気とはいえない理由が推測

されます。鋭い眼差しの忠吉親方に勧められたお酒の味

はいかがなものだったのでしょうか。

机の上には商談グッズが並んでいます。そろば

ん（五玉）、硯、伝票、判子箱、金庫…。珍しいところ

では“矢立”。矢立は、NHK 大河ドラマ『べらぼう』

でもたまに見かける、墨壺と筆を組み合わせた携

帯筆記用具です。

↑カンジキ
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と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

短　

歌

(

541)

俳　

句
・
川　

柳　

立
花　

孝
子

　

早
や
冬
の　

訪
ず
れ
運
ぶ　

雪
虫
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

風
に
ふ
か
れ
て　

我
が
白
髪
に
も

無
名
女　

　

来
年
も　

こ
の
日
あ
る
や
と　

思
い
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
老
会
の　

終
え
た
る
夜
に

与
詩
三

　

霜
月
と　

名
を
付
け
ら
れ
し　

静
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
空
を
仰
ぐ　

月
の
冷
た
さ

狂
歌
～
大
田
悪
口
人

　

大
金
だ　

す
ぐ
に
無
く
な
る
大
金
だ

　
　
　
　
　
　
　

行
き
着
く
場
所　

詐
欺
師
の
サ
イ
フ

孫
の
弁
当　

パ
ズ
ル
の
よ
う
に　

詰
め
る
朝　

武
井 

和
子

一
夜
に
て　

草
木
色
あ
せ　

冬
支
度　
　
　

武
井 

和
子

峠
越
へ　

静
樹
画
に　

初
冠
雪　
　
　
　
　

武
井 

和
子

青
空
に　

雪
が
散
ら
つ
く　

十
二
月　
　
　

泊

海

山

詐
欺
師
達　

今
日
の
獲
物
は　

五
十
代　
　

泊

海

山

くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板募集種目 受験資格 受付期間 試験期日
採用予定月
の１日現在
18歳以上
33歳未満
の者

11月10日㈪
～

令和8年
1月13日㈫

令和8年
1月18日㈰､19日㈪
※いずれか１日指定されます

自 衛 官
候 補 生
（第６回）

男子

女子

自衛官を募集します自衛官を募集します

令和7年
10月1日㈬
～

令和8年
1月15日㈭

高等工科学校
生徒

１次試験：
令和8年1月24日㈯

 ２次試験：
令和8年2月14日㈯

令和8年4月
1日現在
15歳以上
17歳未満
の男子

お問い合わせ先
・倶知安地域事務所
　　倶知安町南３条東１丁目　電話 0136－23－3540
・役場担当窓口
　　総務企画課　電話 75－2877

　岩内町地域交流センターは、施設の改修工事に伴い令
和８年３月末頃までの間、下記のとおり一時移転してい
ます。

岩宇地区相談支援センター
　住　　所：岩内郡岩内町字大浜18－21
　電話番号：0135－63－1294

「岩字地区相談支援センター」
一時移転のおしらせ

「岩字地区相談支援センター」
一時移転のおしらせ

１
日　

第
60
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式

３
日　

伊
方
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典
（
愛
媛
県
）

５
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る
全
国
大

会
（
東
京
都
）

７
日　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
例
月
検
査
（
岩
内
町
）

　
　
　

㈱
ム
ラ
カ
ミ
執
行
役
員
外
と
対
談

８
日　

第
23
回
松
前
神
楽
小
樽
ブ
ロ
ッ
ク
保
存
会
合

同
公
演
（
共
和
町
）

10
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
全

体
会
議
（
東
京
都
）

11
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

国
土
交
通
省
と
道
路
行
政
に
関
す
る
意
見
交

換
会
（
東
京
都
）

　
　
　

北
海
道
「
命
の
み
ち
」
づ
く
り
を
求
め
る
全

国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

村
政
用
務
（
東
京
都
）

15
日　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
創
立
六
十
九
周

年
記
念
行
事
（
札
幌
市
）

16
日　

村
政
用
務
（
札
幌
市
）

17
日　

泊
村
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

19
日　

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

文
部
科
学
副
大
臣
と
の
対
談
（
東
京
都
）

20
日　
「
水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
」

及
び
「
定
期
総
会
」（
東
京
都
）

21
日　

村
政
用
務
（
札
幌
市
）

23
日　

第
14
回
泊
村
長
杯 

長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会

25
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
局
長
と
対
談

26
日　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
交
付
式

11
月

村
長
の
う
ご
き
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窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

令
和
７
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

令
和
７
年
10
月
16
日
～
11
月
15
日

令
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計
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65戸

823戸
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±0

－5

823戸

1,378人

680人

698人

5戸

8人

1人

7人

828戸

1,386人

681人

705人

±0戸

－5人

－4人

－1人

－2

－2

＋2

＋1

±0

＋1

±0



☆がついているのは事前予約制です

日 月 火 水 木 金 土

11/30 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/1 1/2 1/3

1/4

　 　 ☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

　 　 　　

　 　 　

☆弁護士無料法律相談会
（☎75-2021）
☆出張年金相談
岩内地方文化センター
9:00～13:00
（☎0134-65-5002）

水道使用料徴収
（盃集会所 13:00～14:00）

　

　

　岩内協会病院
（☎62－1021）
アイン薬局岩内店
（☎62－5150）

水道使用料徴収
（堀株集会所 9:30～10:00）
（泊 集 会 所 9:30～10:00）
（照岸・糸泊集会所
 13:00～13:30）

　

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）
水道使用料徴収
（渋井集会所 9:30～10:00）
（茅沼集会所
 9:30～10:00）
（盃集会所
 13:00～14:00）

☆弁護士無料電話相談会
（☎62-8373）

　岩内協会病院
（☎62－1021）
ココカラファイン薬局岩内店
（☎61－4774）

　 行政相談
泊村公民館
13:00～15:00

　 　岩内協会病院
（☎62－1021）
日の出薬局
（☎62－2250）

岩内協会病院（☎62－1021）
アイン薬局岩内店（☎62－5150）

岩内大浜医院（☎61－2081）

寿都歯科医院
（☎0136－62－2900）

岡崎歯科医院
（☎62－0313）
岩内協会病院
（☎62－1021）
日の出薬局
（☎62－2250）

みずの歯科医院
（☎62－2535）
岩内協会病院
（☎62－1021）
若林調剤薬局
（☎62－0698）

にしざき歯科医院
（☎62－1155）
岩内協会病院
（☎62－1021）

中村歯科医院
（☎61－4333）
岩内協会病院
（☎62－1021）

黒田歯科医院
（☎62－0326）
岩内協会病院
（☎62－1021）

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

資源
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせる
ゴミ

燃やせる
ゴミ

資源
ゴミ

燃やせない
ゴミ

燃やせる
ゴミ

泊村カレンダー月12


	広報とまり　１２月号
	目次
	とまりインフォメーション
	とまり保育所 生活発表会
	第３９回 公民館まつり
	第６０回 泊村功労者表彰式

	後期高齢者医療制度のお知らせ
	１１９番の受付先が変わります！
	特定健診・後期高齢者健診を受診しましょう！
	冬季集団健診のお知らせ
	万病の元にしない！体に優しい、お酒の飲み方を実践しましょう
	年末年始の各施設休館等のお知らせについて
	調査へのご協力をお願いします！
	令和７年度秋期　「緑の羽根募金」について
	村政懇談会開催のお知らせ
	福祉灯油｟４００リットル｠を支給いたします
	二十歳のつどいのお知らせ
	日本海ニコニコ元気村トピックス
	泊村スポーツ大使　レッドイーグルス北海道　橋本僚選手　応援ツアー
	トラウトサーモン「北海道　とまりカブトサーモン」　　養殖試験事業

	北海道日本ハムファイターズ北海道応援大使プロジェクト
	令和７年度 泊村原子力防災訓練を実施しました
	鰊御殿とまり　ごてん
	くらしの告知板
	自衛官を募集します
	「岩字地区相談支援センター」一時移転のおしらせ

	村長のうごき
	とまり木文芸
	戸籍の窓
	人のうごき
	泊村カレンダー

